
稚さはクセになる棋械．

鰯
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け
て
、
そ
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は、ほんのりジワリからたっぷりドカンまで選び放題、持ち帰り放題『七味--筋350年の老伽では、１０年Ⅱの「とうがら

しチーズ」なんてまだまだ浩輩.駁かと思え(急チ

ーズ日､liての来店軒はjW川の・途‘,そもそも脇投

に納まりがちな府拘るや111槻を、Ｉ蹄に浸透させ
ようとの伏みから発進。初めは「え１チーズと．

虜廻■

味？」といぶォ

,il1jれる漂い､緯
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萄
戟
ら
が
紫
野
代
表
の
国
観
照
そ
れ
が
特
注

激
辛
お
好
み
ソ
ー
ス
で
あ
４
句
今
回
の
特
集
に

は
ま
っ
た
く
縁
の
な
い
代
物
と
思
い
き
棺
．
ぬ
あ

ん
と
こ
こ
の
ソ
ー
ス
に
は
腎
晒
辛
子
の
プ
ッ
コ
チ

を
始
め
と
し
げ
種
の
韓
園
尋
幸
パ
ワ
ー
が
潜
ん
で

い
る
と
、
今
回
男
前
の
大
将
か
ら
あ
ら
た
め
て
聞

き
出
せ
て
お
い
ら
は
モ
ー
レ
ッ
に
感
動
し
ち
ま

っ
た
！
度
重
な
る
常
連
と
の
や
り
と
り
で
超
辛

党
の
大
将
が
伯
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
そ
の
レ

シ
ピ
を
完
成
さ
せ
た
こ
の
ソ
ー
易
は
っ
き
り
言

っ
て
口
に
含
ん
だ
瞬
間
舌
に
感
じ
る
こ
と
は
辛

い
よ
り
痛
て
え
～
！
が
し
か
し
や
っ
ぱ
り
ま
げ
～

Ⅱ
バ
イ
ト
が
ソ
ー
ス
を
壷
か
ら
出
す
時
、
う

っ
か
り
目
に
入
れ
ち
ま
っ
て
２
週
間
の
病
院
送
り

に
な
っ
た
っ
つ
う
と
ん
で
も
な
い
バ
イ
オ
兵
器
的

存
在
．
い
き
っ
て
食
べ
ま
ぎ
る
と
翌
朝
の
紅
門
激

禰
と
癖
即
併
発
で
の
急
怨
は
猫
憎
の
上
薦

さ
て
、
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
の
は
．
ノ
ー
マ
ー
ク

に
近
い
ス
キ
だ
ら
け
の
親
父
が
作
る
あ
ん
か
け
力

「
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は
ま
っ
た
く
縁
の
な
い

ん
と
こ
こ
の
ソ
ー
ス
に

を
始
め
と
し
げ
種
の
趣

い
る
と
、
今
回
男
前
の

き
出
せ
て
お
い
ら
は

■、
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っ
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こ
…
病
以
羽
卯
葬
需
牽
１
謡
匹
育
町
少
減
宅
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冨
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ヌ
ロ
瞳
吟
詠
苛
一

い
お
好
み
焼
き
ソ
ー
ス
で
名
高
い
の
は
、
、
哩
討

か
公
冨
禅
ソ
の
成
暴
は
な
か
な
か
見
ら
れ
る
》
．

”
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い
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時
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鯛
辛
子
豆
（
１
０
０
門
》
は
刺
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
で
使
用
さ
れ
る
と
う
も
ろ
こ
し
粉
上

り
も
カ
リ
ッ
と
態
が
あ
る
寒
梅
粉
（
も
ち

米
粉
）
を
使
用
。
市
内
で
は
鮭
本
店
、
蕎

祥
院
店
、
京
都
タ
ワ
ー
店
で
賎
売

唐
辛
手
豆

＃
織
鼎
ま
§
人
中寡

‐

fとⅡ･味が合うことに負Ｗき、ソフトク

､

角一一■■
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噸

，
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;ｊ画

リームでお拝さんの反応を凡てみよう！と

時f瑳律GⅥ

呈出

！
帖
川

噴毘導鳳･一･J裂窪＝-則
八幾通

I女の人をにっこりさせるんが１，光」と,ｉ

い切る和雄｣‘も職人の北川氏目遡ればｕ典-ｆＷ桂華堂
圏些輔1本0画

けいかどう力fうらりきゅう
旗えぼんてん

ロ京都市西京区柱審日lII1
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rO75･393.0303

e9jOO～19600〈日祝～
1“O）／篇休

門店の時代だったこともあり、ｊ･も供の頃に食

ぺていたり:雌ｆを蘇らせようと・念発起。お

つまみにしたい一心で作った1‘If,i'@/･砿は111*

レベルで|･I分{上概「あんまり､iさうしたらたく

さん食べられへんのやＩと笑いながら、狸は

万人受けのツボもしっかり垣

七
疎
ソ
フ
ト
〃
り
ｌ
△

近江米とI1IiN1の名水とを腺と
う
が
ら
し
酢

蝶

rフ

雨

七味 ソフトクリーム

<250円〉を初めて食ぺ

る人の反応を兄るのが、
お階の人の楽しみの一

つ．「七味の配合レシピ

は剛の中に入っている

の」とソフトクリーム

野望者の野村さん

ｆ
】

”垂。 （

鴬
ザ

〆

験

萄Ｆ
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辛さは水物、けれどお活に別

林孝太郎造酢
はやしこうたろうぞうす

ロ京祁市上京区Rj1目IiW内上ル喫入
過疋町455

rO75o451や2071
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お茶畑･･帆ｉｆ１店だったはずが、先代が唐

･椎r･などｲ１１のスパイスに叫味を抱いたこと

で、今ではお雌r･とLIiW‘I州,が1tぶ‘,j‘IＩ
ぢんとら

溌握影罰の商品は「とんがら酢」となっております方！

理室発売中の商品は『とうがらし酢」となりま宝ご了承ください

あ

《
団
山
川
は
東
堀
川
盃
が
る
に
位
置
す

紫

維を液け込んだら、後味スッ

ｅ９ＤＯ～18幻O／露休

、
う
ち
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
カ
レ
ー
井
を
ロ

て
半
分
も
食
さ
な
い
う
ち
に
佃
頭
捕
を
起
こ

･数Ｍ雑。じ味の量、バニラ遊びに片労し

た末、’1にはバニラ味…なのに喉だけチ'ノ
とうがらし酢（880門〉脈、酸味は

股分控えめなので和洋中何にでも顛
宝．その他、ぼん酢、すし酢、ドレ
ッシングなど30籾のアイテムが)§’

チリし始める叫錨未体験ゾーンが'疋塊

ぅ．町系造りの店肺も趣アリ．小
い溌帯用〈600円〉は醐定品のた

すでに隼琵磐了．取り扱い店で兇
けたら鄭ゲットしたいもの

つ
弄
鵬
賑
っ
た
ろ
う
っ
つ
う
こ
と
詞
、
完
成
し
た
突

zＬＣＦ

あ

科に、170年|Ⅲお酢作りに徹す

る'､ＷＷｌｌｉ‘》｝ｉ(ﾈ:|人Ｆのため、

iIll純へ赴く皿に側にしていた

のが、府張子を油け込んだ池

藤

喋をスパイスとして使う光最こ

の
仕
碩
を
ま
っ
た
く
も
っ
て
放
棄
し
て
し
ま
い

し
た
．
石
田
靖
氏
塑
室
喜
卒
公
魚
淫
れ
て
根
性

し
に
使
う
店
と
し
て
南
蓋
思
窮
民
醜
暗
い
店
内

い人に泡盛は少しきつめ。そ

壁
に
は
、
藤
井
陵
他
お
笑
い
系
の
サ
イ
ン
色
紙

て
い
る
人
鞭
絶
対
の
危
機
レ
シ
ピ
！
あ
～
ん
や

キリ激辛調味料･が見耶完成！

ん
か
け
の
強
力
な
匝
さ
も
牢
伝
っ
て
か
手

っ
ば
り
京
都
の
辛
い
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
の
２
軒
が
甲

然
変
異
ｌ
こ
れ
ま
た
含
凹
の
券
前
特
築
に
因
ん
で

成
分
分
析
す
る
と
、
童
菅
な
お
た
ま
の
柄
で
ざ
く

つ
と
２
杯
特
製
カ
レ
ー
粉
（
こ
券
子
く
い
入
れ
．

ス
プ
ー
ン
－
杯
の
豆
板
茜
を
を
・
常
こ
め
に
加
え
た

も
な
い
そ
ぱ
屋
と
思
っ
て
こ
い
つ
を
注
文
し
た
が

レ
ー
も
の

の試まら 足
に
ま
で
し
び
れ
を
き
た
し
た
と
思
え
ば
午
後
か

¥蝿
る
勇
醗
響
琶
の
韓
告
嬰
境
ま
っ
た
く
何
の
変
哲

が
両
側
で
や
ぁ
塀
如
Ｉ
』
つ
つ
う
ほ
夢
募
辿
ん
で
い
量

や
っ
た
ら
こ
の
わ
し
狐
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
や

親
父
が
雷
起
！
そ
ん
な
に
辛
い
の
が
眼
い
た
い
の

子
を
入
れ
て
喰
っ
て
い
っ
た
客
を
偶
然
目
に
し
た

驚
く
こ
と
に
こ
の
メ
ニ
ュ
。
Ｌ
カ
レ
ー
井
に
唐
辛

も
Ｑ
も
ち
ろ
ん
カ
イ
エ
ン
ペ
ツ
パ
ー
も
隠
さ
れ

確
信
す
る
の
で
あ
～
る
ぅ
～
Ｉ

乙
つ
け
る
こ
と
な
く
、
リ
ー
サ
ル
ワ
エ
ボ
ン
だ
と

配日＝国
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京町家で新しい食に出会う

一難屋町左近太郎一
(飴屋町道腕小路上ル）

京
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

独
門
の
吐
界
を
打
ち
出
す
姿
勢
に
敬
服
。

剛
格
》
ｒ
、
そ
し
て
敷
汀
を
あ
し
ら
っ
た
は
し
り
な
ど
．

ル
ッ
ク
ス
は
仮
典
眼
鮒
、
水
の
町
議
の
杵
ま
い
。
し
か
し
、

脳
内
に
足
を
運
べ
ば
、
そ
こ
は
モ
ダ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
吐

界
へ
と
変
化
す
為
．
料
恥
は
「
両
京
み
そ
の
チ
ー
ズ
フ
ォ

ン
デ
汗
や
「
レ
ン
コ
ン
ま
ん
じ
ゅ
う
」
な
ど
、
蝋
の
伝

統
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
折
新
な
洋
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛

り
込
ん
だ
「
技
あ
り
」
の
品
と
。
上
木
屋
町
で
好
岬
を
棚

とやスし閑河し

，緋：＃雛
ド 崖 京夕匙界近
ワん町イ歴隈太
1な家ル町か郎
ク風の恋ｊｍｉライ
は情魅侃｡､ズ
碓あノ ノ築爪ほム
はるをすのんは
し口余 る侭のこ
てケすと純少こ
いＩこいをしで
るシとうⅢ足も
。ヨな左んを匙
ン く近じ仲伍
が打』くるばだ
ふち郎とせ。
さ川の'''１版限
わすス時、や
し に夕にこか

い はン折のな

幽賊111｢ﾉI§近太郎
京都市中京区踏厘町通
嶋小路上ル憎屋町
075.254.6636

17;００～翌ｍＯ／黒体
平均予篇／３５００円

お店を始めたい方京都中心部で
商用スペースをお持ちの方、

どうぞお気軽にご相談ください。

■ヘッドワークは総合不動産プランナーです
私たちは単なる不肋産業者、仲介業者ではありません｡京
都市中心部の商粟施股をメインに、賃貸、遊休j娠用のご
相談はもちろん、店舗のプロデュースから淵務相談まで、
'間広く猫」伝いさせてⅢい ８【ｺ'１噸Ｅ、罫諏１
ています。また、不肋産オ
ーナー様の立淵や、より地曇｡。：・
蕊にマッチしたご提案、京蔓｡’､;u､誼
都らしさを大切にした街づ・､認･壷

くりを心がけてい議す。，.････‘::#.､量り

o秘密厳守･査定無料③…・・・････
●

ｾﾝﾄﾗﾙｽｸｳ亜アとは？南北は四鋤､~抑）”､喚西は先斗
副逆~織函で切測Vとエリアは店鮒にI融1.ヌl焔ロールデンエリ
アlと噸諏､私jごｓはこのエリアに特化した企iI誰窮Eにい詫il，

己一同 型」iiiml伽 鯛調

、お問い合わせは…担当/青木･湯免(ゆうめん）

顛○120-351-⑥了⑥
株式会社ヘッドワーク

〒604-8033京都市中京区河原町逆蛸薬師上ﾙ東側

デ･リード館ｓＦｔｅＩＤ７５－２２３－１Ｂ７５(代）

脳
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くずみ除詞1ＷIがすぐ鋤ｌろフニイシャル（40分'3000円）の噴踊;１１.
トリートメント効照の高いまつげパーマ《3000円）も好評
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画堅三m

ｰ一一 を 璽 爵 雲 盟 雷 冨

寂冷堆に祇琶袈ろ墨詞な白揮の鮒
液症歴合した．あらゆる肌に願応
ずろ益画化粧品・『セフイリア」趣
どの焚邸アイテムも充渓

eFray-aフレイア
京都志伏見区津知蛎町37顕
ｒ075.602.3307
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，週間巳プロＤＯＤ円～
１日あたり3,857円～

まとまった資金も、面倒な手続きもいらない！
、礼金･敷金･仲介手数料不喪

③係証人不嬰

１ケ月フ９，□００円～
１日あたり2.633円～

船鍵一へ
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肱
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醇
凡
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建築物ウクレレ化(呆存計画
③囲い合わせ完ｆａｘＯＢ･ＢＢ４ｇｏ邑日口星

ＤａｔｅＮｏｂｕａｋｉ

'64年兵庫県生まれ、京姉！『立芸術大学災斯学網工芸科大学院卒蕊．創作爽閲の別作、遮物の涌をテーマにした作品唇壕て．・００年
４月からは「建英物ウクレレ化保存計画（剛1期)」に取りＩＩＩＣ、現在は諭2期過狸．

必調以上に熱と超えて劃推腐めたり思合いを撹なｂな
いよう.『パイナップル型」と巧ぱ机るｽﾄﾝとした淵
デイが基本形

マンスリーLifeKyDtD
１ケ月単位で気鯉に入居できる

ホテル感覚の創貸マンション冒す。

株式会社グッドライフ

建築物ウクレレ化の
奥に潜んだたくらみ

ｂ２

ウイークリーLifeKyotQ
さらに短期間でご利用したし坊に

オススメで説

瀞緯をした桃がボディに、ペタペタとシールを貼った壁がネ
ックに…。木造建築の恐い出をすくい取り、二つとI‘りじ物のない
ウクレレに仕立てあげる「建築物ウクレレ化保仔計画｣。ウクレ
レへと喪を礎えた「家」は、家の胆いを残す‘k物として、新しい
思い川を作I)川す梨冊として今までとはまったく巡った作例lIi｛1１（
を得る。それが伊述仲1ﾘI氏の測卜けるプロジェクトだ。
そもそもは約10年|Wに遡る。「妊年夏を過ごしていた、仙台に

ある父の災家が取り壊されることになったんです。ｆ供だった頃
の#郷の‘い､川がたっぷりつまったその家をなんとか残したかっ
たけれど、写真に操ることしかできなくて…｣。もどかしい気排
ちは、心の中に引っ掛かったままだった。元より汗をテーマに作
1WI作りに収I)組んできたｲﾉ)述氏は敵年を維て、人と脇も密に接す
る処物画家とiffを、インスタレーションではなく衆冊という形で
現そうと,似い上つ。その時、心の''１の鯉がカチッとはまった。楽
器という形で、壊されてゆく家を残そうと。最初の作品は旧明倫
小学校の廊下。ｍ年‘Ujのことだった。以降「頭の中がウクレレ
化してた（笑)」という伊述氏は、三条大橋、銀柵のガラスノiな
どを次々 と猟くことのできるウクレレへと変叶させ、取り壊され
る家を残したいと願う人々 からの依械もこなすようになる。
ウクレレを選んだXIMIIIはこうだ‘,独特の親しみやすさがあっ

て、珊所も取らず、そう雌しい莱器ではないこと。「それに１．１
分の作,W,でもあるけれど持ち主の物である、というスタンスも
よかったと思う。「お宅のウクレレの綱ｆどうですか？」なん
てや1)収I)が生まれたl)、「教Mﾘ,|戦いました」って畑孔て
くれたりね｣。つまり災術1V'であって11川品でもある、そのバ
ランスがジャストだった。そしてｲﾉﾄ進氏は、絶妙のバランスを
存分にIiWIo1がっている。「作る段階で「人の顔」が兇えている
っていうのがいい。述物を取り上げるんだけど、背景の述う
人々 がiNlわっていることで、ひとつひとつ出なる面白い発兄が
必ずあぁんですね。”話は3分Jというシールから、お伽さん
は職峨だったのか駁ぁ？なんて想像したI)｣。IILに楽器をIIjリ
作するだけではない、忠い山に胸を然くしたり、ほほえみがこ
ぼれたI)という「人'1Mくささ」を感じきせてくれるウクレレ。

次のl水からはどんなストーリーが伝わるのか、期待せずには
いられない。ウクレレだけではない、違う何かを魅せてくれる
人だということにも。
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展示はこんな凪に「かつて瀬だった頃の面影』と
『ウクレレ化の経縄｣．そして現在の姿の「ウクレレ
本体」とが並ぶ入居

牛添必需鈷箇槻っているか墓
カラダひとつで生活スタート0Kだす．
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銭ソ！ ウクレレはもちろん宴岸､殉謹#河鰹展示会ごとに1回ず
つ.睡示劃畦ウクレレをⅢいての涜臭会も行われる
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